
 

豊橋創造大学短期大学部専攻科福祉専攻同窓生組織 

福祉の里 
 

閉科に寄せて 
 

同窓生及び関係者からの便り 

20 年間の歴史に感謝 

そして、福祉の里としてスタートする 

これからの絆に思いを寄せて 

 



 

専攻科福祉専攻(介護福祉士養成課程)への思い 

 

「卒業してからの私」 

１０回生の石川です。 

卒業して、しばらくは福祉の世界にいましたが家族が増え、やむな

く福祉から身を引き一般の仕事に就きました。人相手の仕事で高齢者

や障害のある方にも時々出会うと、つい「どうしたら喜ぶかな」って

考えている自分です。 

現在は子どもたちと過ごしながら、自分のやってきた福祉の仕事を

ゆっくり子どもの幸せを考えながらその体制差を改めて感じ、介護の

大切さを社会が認めるようになることが大事だと、医療と同じように

福祉も大切であることをゆっくり子どもたちに話すことも多くありま

す。親になって、守るべき生活と責任を担うと、以下の保育や介護が

人々の生活や人生になくてはならないものかと、保育士と介護福祉士

の資格を取得した専攻科福祉専攻がターニングポイントであったと、

今、気が付いています。 

後輩たちへ、福祉の職場は、コロナ禍で感染予防対策をしながら目

まぐるしく変化してとても大変な状況だと思います。しかし、自分が

いた職場は、一度も感染症が出ておらず、一人ひとりが責任を持った

行動をしていることに感動しました。 

また、そこに、ご利用者や家族の協力があり、この苦難をどうみん

なでのりきるか一緒に乗り切っていることに安堵しました。「怒り」「笑

い」の理由が手に取るようになるまで時間がかかりますが、最期に亡

くなった命の尊さを初めて知り自分の祖父母ではないのに、大泣きを

し、後悔をしたこともあります。 

若い私にとって介護は、今の自分を支えてくれる思い出になってい

ます。 

ぜひ後輩の皆さんも、長い目でこの福祉の仕事で魅力を感じられた

ら、専攻科福祉専攻の学生であったことにあらためて感謝できると思

います。そうでありますように。 

 

2021 年 12 月 

1０回生 石川正人 



 

専攻科福祉専攻(介護福祉士養成課程)への思い 

 
「卒業してからの私」 

10 回生の内藤霞です。 

専攻科を卒業して保育園で勤務して 10 年になります。 

今までは乳児クラスで複数担任で行うことがほとんどだったのです

が、10 年目にして初めての一人担任、あまり経験したことのない幼

児クラスということもあって、毎日悩みながらも元気いっぱいの子ど

もたちと楽しく過ごしています。保育士になって大変なことや悩むこ

とのほうがたくさんですが、子どもたちの笑顔や存在に癒やされる毎

日です。介護の職には就きませんでしたが、実習に行った際に関わっ

た利用者さんたちの笑顔や存在に癒やされていたのを思い出すと、子

どもたちと関わることやお年寄りと関わることは年齢は違いますが、

同じような気持ちを感じると思います。又、専攻科で過ごした 1 年

はとても勉強になり、たくさんのことを学ぶことができ、介護に対し

ての思いやお年寄りに対しての気持ちなど、専攻科にいたからこそ感

じることが出来たことも多いと思うので、専攻科に進んでよかったな

と今でも思っています。  

 

2021 年 12 月 

10 回生 内藤 霞 



 

専攻科福祉専攻(介護福祉士養成課程)への思い 

 
「卒業してからの私」 

私は、10 回生福井愛香里です。 

私は豊橋創造大学短期大学部を卒業して、10 年目を迎えます。現

在は、愛知県内のあま市のケアハウスに勤務し 80 名の要支援者や要

介護２程度の比較的お元気な方の支援に関わらせていただいていま

す。 

ケアハウスの皆さんは、自分の命の終わりをどこでどのように過ご

すかを自ら決めており、長年住み慣れた我が家を離れてきています。

それでも、コロナ禍が続くなかで、さまざま不安に出会うときがあ

り、そんな時は、じっくり話を聞いて一緒に考えよう心がけていま

す。これも、大事な高齢者の自立支援の介護だと思っています。 

以前、私は重症病棟の介護に携わった経験がありましたが、その

時、医療が優先され、快適でその人らしい時間や生きがいのある時間

がなく、ますますパワーレスしていくご利用者さんに何もしてあげら

れず、悲しい気持ちになりました。 

だからこそ、目の前の高齢者方々の気持ちに寄り添い、元気なうち

から入所して来られたご利用者に対してトイレ介助でも、自立や安全

を考え、できるだけ自分で歩けるように配慮したり、認知症があって

不安にならないように、見慣れたものを置いたり、話をじっくり聞い

たり、どんな世界にいるのか関わったり、つまり、利用者の心身の状

況の変化に気づけるようにこころがけています。 

 

後輩の皆さん 

専攻科福祉専攻は、人生のターニングポイントです。 

みなさんが学ぶ介護は、決して、簡単ではないかもしれませんが、 

今後の人生に必ず役立つことになるはずです。 
 

2021 年 12 月 

10 回生 福井愛香里  



 

専攻科福祉専攻(介護福祉士養成課程)への思い 

 

「卒業してからの私」 

 私は、専攻科福祉専攻 12 回生の斎藤良典です。 

私は 2013 年に専攻科福祉専攻に入学しました。当時は学生 8 名

の学生で全員、幼児教育・保育科から来た子ばかりでした。全員それ

ぞれに面識があり、ある程度人間関係や関係が作られた中での専攻

科のスタートでしたのでとても勉強しやすい環境であったと思いま

す。先生たちとの距離も良い意味で近く、これもとても勉強しやすい

良い環境のひとつだったと思います。 

授業は座学だけではなく、実技や見学など、実際に利用者様と関わ

るなど、実際に見て聞いて、体験する講義も多かったように思いま

す。それが実際に介護現場で働く際にとても役立っています。現場で

何かあった時や、基礎知識を尋ねられたり、実際に支援するうえで専

攻科福祉専攻で学んだ知識がとても活かされています。学校で学ん

だ事は現場では通用しないと言われることもありますが、教科書に

載っている事や講義の内容は支援する際に、知識としてとても必要

な事であったり、支援の根底にあったりしています。根拠のある介護

を行う為には、正しい知識があっての事であると考えます。その事か

ら根拠のある介護を行う為にも、教科書に載っている事や講義から

学ぶ事は現場でも通用することだと思います。それがあっての現場

での仕事や介護技術や知識であると考えます。 

転勤のある仕事に今就いていますが、在学中の実習は障がい者か

ら高齢者まで学びました。今後、障がいや高齢者施設で働く事になっ

ても、どちらでも正しい知識を持って働くことが出来ると思います。

それはやはり、専攻科福祉専攻での学びが自分の基礎となっている

からです。もし、今後壁に突き当たったとしても、専攻科福祉専攻同

窓生を中心に組織された福祉の里という場所が自分を正しく修正し

てくれる事を信じています。閉科したとしても、専攻科福祉専攻に縁

がある人が集まれば、いつでもどこでもそこが専攻科福祉専攻とい

う場所になると思います。 

 

2022 年 3 月  

１２回生 斎藤良典  



 

専攻科福祉専攻(介護福祉士養成課程)への思い 

 
「卒業してからの私」 

                                     

私は、13 回生の金田美加です。卒業して NPO法人どんぐりの会に勤務して、８年にな

り、現在はグループホームのサービス管理責任者をしています。当法人はこの他に障害者就

労支援B型、就労移行を行っている施設で 18 歳以上を対象としています。先天的な障害だ

けではない様々な要因により、本来乳幼児期に発達すべき課題を 18 歳以降にも持ち続けて

いるのが実情です。ですから、専攻科はライフステージの課題解決にむけた継続的なケアサ

ービスにつなげていく視点が養われると改めて感じています。これは、専攻科福祉専攻で学

んだからこそ、気づく視点です。 

 次に専攻科福祉専攻での思い出についてです。今のコロナ禍では、難しい体験を沢山させ

てもらい貴重な体験をさせてもらっていました。しかし、一部の私たちは、決められた集団

行動についていくのが苦手で自分の為気のむくまま行動してしまったことがあります。肝心

な医療的ケアを受けている子どもの 2 泊3 日のキャンブでの気球に乗ることなく、仲間 3

人と脱走し車の中で居眠りをして不測の事態を作り困らせた事がありました。今でも、申し

わないと思っていますが、先生は、「そんなことあった？」と忘れたふりをしてくれています

が、胸が痛み続けています。 

専攻科福祉専攻とは、大学祭に本社のパンを販売するコーナーを毎年作ってくれるので、

ずっと卒業後も先生や毎年在校生と会うことができていました。在校生をみて「このような

人が福祉現場に来ると困るなあ」などと思ったり、ご利用者さんに、無理やり、集団行動を

とらせてしまい、上から目線で物事を勧めようとしてしまう自分こそが、集団行動が苦手で

あった、苦労させてしまった当事者であったと思い返し、原点にかえっています。気付けた

ことから学ぶこと、その時、わからなくてもあとあとで、気付くこともあると、大林先生は

笑いながら言ってくれます専攻科福祉専攻がなくなり、大林先生も居なくなれば、謝る機会

がないと気づき泣けてきました。 

 幼児教育・保育科、専攻科を卒業してから良かったことは、両方を勉強している事で視野

が広がりました。発達や障害に合わせた伝え方、接し方、可能性を引き出すための環境のあ

り方が保育と介護でリンクしている所がありました。仕事でとても役立っています。 

 専攻科福祉専攻の最後になる在校生へ贈る言葉です。 

どこに就職しても幼児教育・保育科で勉強した事、専攻科福祉専攻で勉強したことがとても

役立ちます。様々な視点から、その利用者、園児を見る事が出来るので支援する幅が増えま

す。勉強した、3 年間を存分に発揮してください！ 

 私は、卒業して、ほんとに困った時、悲しい時、親身になって聞いてくれていた先生の存

在の大きさ、色んなことに気づきました。専攻科福祉専攻を卒業して先生と出会い、本当に

感謝の気持ちでいっぱいです。 

 これから、私は熊本に嫁ぎ、豊橋を離れますが、オンラインでのつどいの機会を遠距離か

ら心待ちにしております。 

専攻科福祉専攻の幕は、コロナ禍の中で閉じられますが悲しんでいる場合ではなく、いつ

も前向きな先生の姿を思い浮かべています。 

本当に、心より感謝いたします。ありがとうございました。 
 

202２年 1 月 

13 回生 金田美加  



 

専攻科福祉専攻(介護福祉士養成課程)への思い 

 
「卒業してからの私」 

私は１３回生の廣田瑞穂です。 

私は、専攻科福祉専攻に入学する前に幼稚園教諭として働いていました。子どもを教育す

る中で、生きることについて考えるようになりました。それは、大好きだった祖母の死に直

面。その後、元気でいた祖父の老いに戸惑ったことがきっかけでした。祖母の死に加え、祖

父の老化は当時の私にはどうしても受け止められない現実にある中で専攻科福祉専攻に出会

いました。 

困惑していた私に、大林先生は「特に大切な人を亡くしたり、年老いて姿を見るとき、な

かなか受け入れられないのは、当たり前で恥ずかしいことではありません。専攻科福祉専攻

でぜひ死生観を養ってください。」と言われた瞬間、ここで学びたい！と専攻科福祉専攻の入

学を決めました。入学後、大林先生の授業のゲストに来られた故堀田先生(生と死を考える

会、豊橋ホスピスの会)より『死ぬことは誰もが経験することであり、怖いものではない。』と

その言葉を聞いたとき、「当たり前のこと」を私は受け入れられずいたのに気が付いて、涙が

止まらなくなり、幼稚園教諭として人の始まりから専攻科福祉専攻で終わりについて学ぶこ

とは、人間の一生を大切に生きることを考えることになる、仕事の選択の仕方や生き方まで

変わることができるのだと教えてくれました。いつか終わるならから、いつか終わるのだか

らと考えるようになり、どんな状況にある人もいい時間を過ごせるようにすること！が大切

であるとも。「それが、介護の対象者ならなおさらのはず」、なかなか誰も教えてくれなかっ

た当たり前のことを受け入れられず、あいまいにしてきた不安が希望に変わった瞬間でもあ

りました。 

その授業を受けてから私は、祖父の老いを受け止められ、関わり方が変わりました。今の

目の前にいる祖父の姿から今まで生きてきた全ての姿を見つめられることができるようにな

りました。 

卒業後は特別養護老化ホームに就職し、実際に看取りも行ってきました。その中でどうし

たら患者様が終末期を明るく過ごせるか、相手の気持ちになり寄り添い考えてきました。大

好きだった患者様が最後に手を握って亡くなっていったときには心からのありがとうが言え

ました。又、大好きだった祖父にもしっかりとお別れを言うことができました。 

幼児教育から始まった人間への関心は、専攻科福祉専攻に来て、始まりがあれば終わりが

ある当たり前のことに向き合うことの価値を学び、私を元気付けてくれました。 

現在、2 児の母親になった私ですが、時折「命にありがとう」と感謝したくなるときがあ

ります。こんな気持ちにさせてくださっているのは、そこで命をゆだねた方々のように感じ

る、これが私の正直な気持ちです。 

専攻科福祉専攻は今後の社会で最も必要な授業だと思います。増して、増えていかなけれ

ばいけない保育士資格を取得した介護専門職を育てる必要な教育だとも感じています。人の

一生を見通して見えてくるものは、「限りある命」を「どうよりよく生きていくか」、人の始

まりと終わりに接して 2 児の子どもの母となってみて、今の子ども達がこの先大きな壁にぶ

つかった時、専攻科福祉専攻で受けた学びがあれば、自分自身でどうやって生きていくか、

生きる術を見つけることができると思います。 

専攻科福祉専攻科は、ただの介護を勉強するだけの場ではありませんでした。私にとって

は生き方を教えてくれた大切な場所です。 

2021 年 12 月 

13 回生 廣田瑞穂  



 

 

専攻科福祉専攻(介護福祉士養成課程)への思い 

 

「卒業してからの私」 

 
私は、専攻科福祉専攻卒業後から特養や高齢者のデイサービスなどに 3 年ほど努め、現在

は子ども向けの福祉事業、児童デイサービス、児童発達支援事業所に勤務しています。 

私が勤務している児童デイでは、社の方針で障害があったとしても、ランドセルを放り出

して子どもたちが、のびのびと活動できるよう、支援をしています。また、肢体不自由な子

どもも中にはいるため、幼児教育・保育科で学んだ教育的な面だけではなく専攻科福祉専攻

で学んだ介護技術も活かすことができ、3 つの資格をまんべんなく活用できています。 

専攻科福祉専攻での思い出・卒業して良かったことは、たくさんの福祉事業や活動に実践

的に関われたことです。 

夏に行った「難病の子ども、頑張れ共和国おいでん鳳来のキャンプ」や京都の「東樹」に

集合し、子どものおかれている現状とその支援の実践的なあり方の話を聞けたこと、大学近

隣にある福寿園の障害者就労支援のレストランで食べたおにぎりが美味しかったこと、専攻

科で知った「うめぼしの歌」が入社初日のデイサービスですぐに歌うことができ、職員さん

にびっくりされたことなど、一つ一つの体験が今現在の私の仕事のスキルとして身について

いることが、たくさんあります。 

今では、国家試験に合格しないと介護福祉士の資格はとることができなくなりましたが、

幼児教育・保育の資格だけではなく介護資格をもてると言うのは今後、強い力と自信になる

と思います。 

私は一つの物事に長く取り組むことが苦手です。そのため、介護系だけではなく、保育と

いう福祉系の仕事にも勤務できたため、福祉という業界で長く仕事を続けることができたと

思います。 

また、保育観点、介護観点はそれぞれどちらの業種にも共通する面があり活用することは

できます。現に、介護で備わった技術は今でも、保育系に活かされています。 

卒業して、福祉の世界に進む人ももしかしたら一般企業に進む人もいるかもしれませんが、

資格はもって使ってみると強みであることを知ります（笑） 

大変だなー。しんどいなー。と思ったら一旦違う業種に飛び込んで、比較し感じてみるの

もありだと思うし、保育、介護交互に務めてみるのもありだと私は思っています。 

専攻科福祉専攻があったことで、1 年の学びで人生が大きく変化していますので、本当に

ありがたかった、よかったと思います。 

学んだ、すべての事を知識として活かせていけていることが、すごいことだと思います。 

長く続いた、専攻科福祉専攻では、病気や障害をもって生活をすることが前提で生活をし

ている方々との出会い、体験は、今後私の人生に何かあったときにこそ、私自身の支えにな

るだろうとさえ思います。専攻科福祉専攻は自分の世界観を広げることができました。そん

な出会いの数々をくれた先生、本当にありがとうございました。 

専攻科福祉専攻の一学生として、長く続いた専攻科福祉専攻がなくなり、先生もこの大学

からいなくなり、変える場所がない感じがして寂しいです。ですが、もっと今年度卒業する

学生や先生の方が寂しい思いをしているはずです。私は、もしかすると、専攻科福祉専攻の

閉科は、成人式的な感じだと受け止めようと思います。こうしたことをきっかけにつながり

を広めていけたら楽しいなと思います。 

本当にありがとうございました。 

202２年 1 月 

     13 回生 多賀糸 美里  



 

専攻科福祉専攻(介護福祉士養成課程)への思い 

 
「卒業してからの私」 

 

 私は、14 回生の中山彩です。卒業後は、社会福祉法人双樹会 自

由の杜 で知的障がい者の自立支援をメインとする生活介護の生活支

援員をしています。現在はユニットの副主任として生活支援の他にも

新入社員指導や実習生指導にも携わっています。又、愛知県で初めて

の「障がい者公文（くもん」を導入し、マスター指導員として入居者

さんのより豊かな暮らしのお手伝いをさせて頂いています。 

専攻科福祉専攻での思い出は、様々な施設やその職員さん、利用者

さんと関わる場をたくさん作って下さったことがとても印象に残って

います。自分の目で見て体験して感じたこと・学んだことが今の仕事

にしっかり活きていると実感しています。 

保育士と介護福祉士の資格を持つことの意義は、子どもから大人ま

で幅広い分野で働くことが出来、広い視野を持つことができるように

なったことから保育と福祉を学べてよかったと思います。 

最後の在校生の皆さんへのメッセージです。専攻科福祉専攻で先生

達が経験させてくれた事は、この先の将来で必ず活きていきます。思

いやりや心配りなど授業だけでは学べない道徳の部分も含め、人とし

て大切なことをも沢山教えてくれたと思います。その気持ちを忘れず

に大切に持ったまま、豊橋創造大学短期大学部から巣立っていって下

さい。いつか必ずどこかのタイミングで、専攻科福祉専攻で学べて良

かったと感じる瞬間があるかと思います。 

私自信は、先生達と出会い、そして専攻科福祉専攻の仲間と出会

い、様々な施設の職員さんや入居者・利用者さんと出会い、本当に人

生豊かな経験を沢山させて頂きました。 

「福祉ってこんなにも素敵な仕事なんだ」と、今でも感じながら仕

事に向かい合えているのは間違いなく先生方のお陰だと思っていま

す。  

専攻科福祉専攻がなくなってしまうのはとても寂しいことですが、

私はここで学べたことを誇りに思います。大林先生、村上先生、本

当にお疲れ様でした。ご多幸と益々のご活躍をお祈り致します。 
 

2022 年 1 月 

14 回生 中山 彩  



 

専攻科福祉専攻(介護福祉士養成課程)への思い 

 

「卒業してからの私」 

私は、専攻科福祉専攻 15 回生の深谷千洸です。 

専攻科福祉専攻で過ごした1年間はとても忙しくとても早かったで

す。でもそれ以上に、楽しかった思い出がいっぱいです。今でも写真

フォルダにはクラスメイトとふざけ合っている写真や先生たちと撮っ

た写真がいっぱいです。私は仕事で大変な時にたまにそれらを見て元

気をもらいます。 

仕事をしていても専攻科福祉専攻で学んだ事が出てくると時々思い

出します。 

卒業してからも専攻科福祉専攻に進んで良かったと思うことがいっ

ぱいです。 

なかなか会えない日々が続きますが、福祉の里を通じて、クラスメ

イトや先生、先輩後輩とも交流できれば、また新しい楽しい思い出が

増えるのではとワクワクしています。 

 

2022 年 2 月 

15 回生 深谷千洸 



 

専攻科福祉専攻(介護福祉士養成課程)への思い 

 

「卒業してからの私」 

私は、専攻科福祉専攻 15 回生の細井あやです。 

専攻科福祉専攻に入学して、1 年と短い期間で慌ただしく過ぎてし

まいましたが私にとって思い出深い 1 年でもありました。 

専攻科福祉専攻では同期が７人と少なかったですが、その分先生方

はより深く私たち学生と向き合ってくれました。 

専攻科福祉専攻での思い出は学外演習です。たくさんの施設の見学

やイベントの参加、実際にご利用されている利用者様との関わりを多

く取り入れてくださったので、施設見学では就職先を探して迷ってい

た私にとって大きなヒントになりました。 

現在は、在学中からご縁がありましたフラワーサーチはた楽でいで

勤務しております。 

こちらではお客様個人を尊重し、日中の過ごし方を選択制にし、お

客様が 1 日のスケジュールを決めています。職員が一人ひとりお客様

と関わりをもち、深く理解することで 1 日を楽しく、気持ちよくご利

用していただけるよう努めています。卒業しても職場で専攻科福祉専

攻の在校生との交流があり、懐かしさと共に初心を思い出させてくだ

さったこともありました。 

保育士と介護福祉士の資格を持つ自分達は人の一生を携わることが

できる素晴らしいことだと思います。このたびは専攻科福祉専攻が無

くなってしまいますが、先生方や友人との出会いは大切な宝物です。

ありがとうございました。 

 

2022 年 2 月 

15 回生 細井あや 



 

専攻科福祉専攻(介護福祉士養成課程)への思い 

 

「卒業してからの私」 

私は、専攻科福祉専攻の 15 回生の牧野茉莉です。 

保育分野を経て福祉を学ぶ専攻科福祉専攻に入学し、社会人になる

前に人として大事なこと大林先生はじめ、先生方に学ばせていただき

ました。言葉にはできない真心や思いやり、人としてこうありたいな、

という目標が見つかりました。専攻科福祉専攻がなくなってしまうこ

とを聞いた時、とても寂しく感じましたが、専攻科福祉専攻で学んだ

ことをこれから私自身が、誰かに伝えて行くべきだと思うことができ

ました。専攻科福祉専攻で過ごした一年間を宝物として心にしまい、

自信を持ってこれからも過ごして行きたいと思います。本当にありが

とうございました。 

専攻科福祉専攻の集いも参加させていただきありがとうございまし

た。とても温かな気持ちになりました。これを機に色々な方々と福祉

の里を通じて繋がりができたこと嬉しく思います。 

 

2022 年 2 月 

15 回生 牧野茉莉 



 

専攻科福祉専攻(介護福祉士養成課程)への思い 

 

「卒業してからの私」 

私は、専攻科福祉専攻 15 回生の丸地未紗です。 

私は、卒業後、介護に行きたかったのですが、腰の手術をした為、

一般企業に勤務しています。 

私にとっては専攻科福祉専攻の 1 年は、とても思い出に残っていま

す。中でも、腰の手術をした際には、わざわざ名古屋まで大林先生が

お見舞いにきてくださったこと、今でも忘れません。 

寝たきりだった私が 1 日どのように過ごしているのか、精神的な面

を気づかってくださったことは、今でも忘れません。学生みんなが仲

良しで、今でも、連絡を取り合うたびに、専攻科福祉専攻のつながり

を嬉しく思います。とても充実した 1 年間だったと思います。1 年間

では足らないくらいとても楽しかったです。 

今は、コロナ禍で学外演習などはできないと思いますので、きっと、

ご苦労されていると思います。 

先日は、福祉の集いに参加して、また皆さんで会えることが楽しみ

になりました。 

専攻科福祉専攻がなくなるのは、寂しいですが、私たちの先生にな

ってくれてありがとうございました。 

20 年間、本当にお疲れ様でした。専攻科の最後の在校生の皆さん、

最後を飾ってくれてありがとうございました。 

 

2022 年３月 

１５回生 丸地未紗 



 

専攻科福祉専攻(介護福祉士養成課程)への思い 
 

「卒業してからの私」 

18 回生の早田涼佑です。 

私は、専攻科を卒業して２年くらいになります。今は豊橋の障害者

支援施設に勤めています。利用者さんと楽しく日々を過ごしていま

す。こうした生活があるのは、専攻科福祉専攻との出会いがあっての

今だと思います。少し私のいきさつを話しますと、豊橋創造大学短期

大学部へは「保育園・幼稚園の先生」になりたくて入学しました。幼

児教育・保育学科（以下「幼教」）卒業２か月前まで「保育士」を目

指していました。ですが、授業やゼミでお世話になった先生との相談

の中で「保育士」だけだった視野を変えてくれました。専攻科の学生

になるための手続き期限ギリギリまで悩み、「専攻科福祉専攻」へ進

学を選びました。 

 ふと振り返ると、様々な出会いがありました。 

 当時、私が在籍していた年度は、学生は７名でした。幼教の頃と比

べると、１クラスにも満たない人数でした。授業では、課外学習で施

設等に出かけたりしていました。今の社会情勢では、難しいかもしれ

ません。その中で特に印象に残っている出来事があります。とあるグ

ループホームに訪れた際に、娘さんがグループホームへ入所するとの

ことでご本人とご両親がいらしてました。「入所させる側（娘さんの

ご両親）」の思いを聴かせていただく機会があり、お辛いことなど、

ありのままに話してくれました。感想を求められ、自分が思ったあり

のままを話していると、言葉が詰まり、涙があふれてきました。ご両

親の思いに直面し、とても自分がどこか情けなく感じ、悔し涙だった

と思います。「人の痛み」を痛感したように思います。このように、

施設の利用される方や、保護者の方々、施設に勤める施設の方々、数

えきれないくらいの方にお会いし、色々な人間ドラマを見させていた

だきました。 

 「人の痛みを知ってこそ、本当に人に優しくできる」対人援助職の

一人間として、様々な出会いで気づいたことを心に留めておく。それ

こそが専攻科福祉専攻があったという証になるものと思います。 

 

2021 年 12 月 

18 回生  早田涼佑 



 

専攻科福祉専攻(介護福祉士養成課程)への思い 

 

「卒業してからの私 

私は、専攻科福祉専攻 18 回生の日紫喜ゆいです。 

私は、愛知県三河青い鳥医療療育センター に支援員(介護)の仕事だけ

でなく保育士としても勤務しています。 

最近は、子どもたちはコロナ感染者が増えてきたため外泊ができなくな

ってしまい、子どもたちもストレスが溜まり、トラブルが増える予感が

します。 

その中で、優しく子どもたちの気持ちを受け止められるようにしてい

かなければならないと考えています。またお休みの日には季節ごとの行

事をしたり、映画をみたり準備をしています。 

落ち込む日もありましたが、「ゆいしゃん」って子どもたちが毎朝扉まで

迎えに来てくれるので頑張れています。 

子どもたちから一番年齢が近いので、いろいろな相談もされ、中学生の

男の子から『相棒』って呼ばれてます。 

専攻科福祉専攻の思い出は、毎日が思い出でです。よく、喋り、よく、

笑い、食べたり、寝たり、その繰り返しでした。いろんな所に行きまし

た。特に、難病の子どもキャンプでは、かき氷担当で、長い列に並ぶ子

ども達の楽しげな顔が今でも忘れられません。専攻科福祉専攻は、自分

の居場所があり、第 2 のお家のようでした。 

幼児教育・保育科と専攻科福祉専攻を卒業して良かったことは、まず

は、コミュ力(コミュニケーション能力)が up したことです。自分の言動

を客観的に捉えることができるようになりました。また、障害の方への

偏見もなくなったこと、障害は、周りの環境のあり方が、大切であるこ

と等の障害の捉え方です。 

専攻科福祉専攻に入学するきっかけは、祖父の死でしたが、死につい

ても、死に向かう時間こそ向き合える時間であることを学び、また後悔

することがないような行動がとれるようになったかな？と思っていま

す。 

最後になる在校生は、私達と違い、コロナ禍の中で色んな活動制限を

受けているかと思いますが、先生方が一番寂しい思いをしていると思い

ますので、楽しい時間を一緒に創って欲しいと願います。 

最後に専攻科福祉専攻で過ごした 1 年は最っ高な時間でした。たくさ

んのことを経験させてくれてありがとうございました。 

大好きです。 

2022 年３月 

１８回生 日柴喜ゆい 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊橋創造大学短期大学部専攻科福祉専攻同窓生組織「福祉の里」 
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